
「
l
和
間
集
」
に
お
け
る
頂
字
の
開
法

泉
辻
　
偲
∵
和

は
じ
め
に

癖
一
節
　
類
字
と
訓
と
の
岡
確

定
今
宵
訓
環
字
の
揚
合

評
分
村
訓
頭
書
の
場
合

今
昔
物
語
集
・
高
山
寺
本
卓
拝
承
と
の
虻
絞

第
－
〓
坤
　
「
諸
声
譲
与
車
謡
の
僚
討

音
義
同
声
肴
の
相
補
画
稀
に
あ
る
壕
合

音
最
同
声
隼
の
窄
亘
に
重
な
り
や
っ
璃
債
に
あ

る
場
合

今
市
船
態
に
声
音
を
蜃
す
る
例

七
す
げ

は
け
し
め
に

古
墳
稀
落
合
接
製
「
打
開
集
L
芋
底
本
と
．
し
て
、
詞
会
し
た

と
こ
ろ
を
辻
へ
、
よ
う
と
思
う
。

さ
て
、
中
林
昔
規
先
生
は
、
「
高
山
寺
本
舌
往
来
L
に
開

い
ら
れ
て
い
る
澤
亨
に
つ
い
て
、
謡
の
よ
う
に
締
給
ザ
け
て

（・1）

お
ら
れ
る
。

り
頂
享
と
そ
の
棉
偵
名
と
の
向
に
は
、
和
訓
の
場
合
、
仕

息
子
∴
甘
い
　
「
窟
志
の
汗
主
チ
リ
栖
二
現
わ
れ
る
。

何
棟
緩
み
の
告
い
類
字
は
、
原
則
と
し
て
上
代
以
泉
、
日

・
本
譜
と
環
亨
で
泉
記
す
る
賜
に
お
い
て
周
P
ら
れ
た
「

訓
澤
写
し
と
一
致
す
る
。

⇔
梅
條
晶
の
あ
る
澤
字
に
は
、
こ
れ
と
は
別
に
、
璃
丈
を

理
解
す
る
場
と
し
て
の
訓
読
の
世
界
に
行
析
れ
て
き
た

習
慣
と
取
入
れ
仁
も
の
研
あ
る
。

六
　
｛



又
、
峰
岸
碗
民
は
、
同
工
く
「
．
高
山
青
春
古
堆
朱
L
l
＝
お

け
る
こ
譜
ぶ
子
の
摺
遠
に
っ
い
て
、
穴
の
よ
う
に
鋳
諭
ブ
け
ら
れ

（
2
）

た
d

°
多
く
の
語
に
つ
い
て
、
一
語
二
項
亨
鼻
緒
が
乾
毒
し
て

い
る
。

日
〓
l
祀
多
増
与
良
党
の
語
に
あ
っ
て
控
、
そ
の
間
享
は
、

与
の
語
の
語
義
「
よ
用
法
の
鼻
農
と
対
応
し
て
l

、
る
。

？
て
こ
に
穣
博
さ
れ
た
藷
亨
は
、
当
時
の
日
常
骨
同
湾
亨

の
中
で
も
住
鉱
的
常
銅
棒
の
あ
う
l
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
い
す
机
I
「
高
山
寺
本
舌
鋒
承
」
の
頂
芋
の

固
．
涼
に
見
ら
れ
る
特
賃
と
害
う
で
き
l
の
そ
あ
る
が
、
こ
れ

ら
の
符
骨
相
「
高
山
寺
本
寸
往
朱
L
一
価
に
止
ろ
‥
も
爪
の
柄
、

あ
る
言
「
ほ
時
什
的
の
普
遍
祁
な
二
∽
机
∵
に
つ
い
て
は
、
高
い
詞

壇
を
吸
音
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
し
こ
で
中
稿
手
は
、
「

高
山
青
年
舌
往
爽
」
の
館
主
時
期
l
‥
比
較
的
に
迫
〓
頂
の
昔

雪
と
考
え
ら
れ
急
蕃
承
三
尊
栗
源
掌
「
持
蘭
集
L
に
お
け
る

澤
亨
の
田
活
の
宮
態
を
調
会
し
、
そ
れ
に
盈
ザ
い
て
節
足
を

卓
H
へ
よ
う
と
思
う
。

第
二
叩
環
与
と
訓
と
の
向
債

寺
、
写
ト
は
玖
／
く
の
堵
令
、
務
封
の
訓
樟
存
す
る
が
、
一
丈

献
に
お
い
て
、
為
る
澤
写
碑
そ
の
寸
†
て
の
訓
に
汁
、
赦
し
て

六
　
二

伺
＝
㌧
う
沼
て
い
る
と
い
う
こ
レ
」
は
、
脅
迫
ね
有
り
得
な
い
。

そ
こ
で
牟
節
で
持
、
ま
す
頂
、
号
と
釦
と
の
画
伸
せ
潮
べ
て
▼
み

ろ
こ
と
と
す
る
ク
　
（
∵
終
っ
て
早
着
と
の
関
係
持
、
＝
仕
事
隙

－

　

－

　

・

　

　

　

l

へ
、
．
、
J

卒
、
篠
本
l
‥
高
、
「
克
仝
伸
銅
澤
亨
L
l
部
会
付
、
訓
潰
字
L

且
か
．
「
全
く
什
訓
の
魚
い
澤
写
し
が
存
す
る
。
乞
㌻
「
に
見
合

仲
卸
環
与
月
日
て
の
ま
ま
秀
寮
対
象
．
と
写
り
得
る
。
霹
二
に
評

分
吋
訓
藷
亨
に
は
、
捨
て
牧
石
∴
生
り
複
名
・
準
え
後
見
寺

号
嬉
し
に
I
の
村
卑
し
、
劉
音
符
、
耳
し
縛
る
例
律
少
く
な
上

茅
三
に
全
く
付
訓
の
魚
い
環
耳
に
二
ノ
い
て
は
、
文
脈
や
す
碑

富
者
に
ょ
っ
て
、
そ
の
訓
を
雅
淳
了
て
ゆ
く
＝
と
の
可
節
な

利
付
ヅ
く
㌢
い
が
、
中
に
は
用
賀
十
＼
の
丘
で
疑
柑
モ
賓
言
と
得

な
い
劉
村
有
右
の
千
、
今
回
の
考
密
計
象
い
ら
は
隙
く
＝
と

．
に
寸
5
も

さ
て
、
石
に
址
ヾ
た
完
合
作
訓
瑠
享
及
諜
報
分
け
糾
増
亨

を
汁
象
と
し
て
、
浅
手
と
刊
と
の
伺
確
を
諭
で
て
み
き
こ
と

に
す
る
。
禍
ヾ
る
了
㌃
ヨ
っ
て
H
、
号
、
の
津
守
と
裾
と
軒
三
巻

本
色
尊
号
衝
け
（
折
田
京
木
・
貿
呵
豪
本
U
、
鼠
智
院
本
野

鶴
為
義
抄
に
存
す
る
が
、
埠
に
三
を
春
色
壕
耳
姦
抄
に
お
い

て
、
そ
の
窯
享
が
と
、
の
よ
う
l
＝
扱
わ
れ
て
い
ろ
y
机
、
師
ち
、

あ
う
・
訓
の
T
 
l
二
郎
珂
さ
れ
て
い
る
玖
／
く
の
音
字
の
う
ち
で
、

該

稽

キ

ロ

何

番

日

に

掲

彿

さ

れ

て

い

る

か

、

あ

る

い

は

、

合



患
仕
付
せ
ら
れ
て
い
る
小
寺
の
論
点
l
‥
注
合
し
て
ゆ
く
こ
と

に
し
た
い
。

竃
ふ
明
に
二
定
食
仲
卸
澤
亨
に
つ
い
て
胴
で
主
と
＝
う
そ
婚
げ

受
V
　
恩
田
例
の
頭
の
教
享
は
慮
卒
に
お
け
る
所
在
行
、
（
　
）

の
教
書
は
す
好
打
に
お
い
て
・
同
一
卸
の
下
に
酎
巧
↓
、
れ
て

い
う
環
与
の
教
、
〇
円
の
数
字
は
右
の
増
募
説
示
言
上
お
け
る

該

接

写

の

碍

出

順

位

、

O

の

亨

局

の

「

1

」

拉

令

息

の

仰

せ

ら
れ
て
　
い
5
‥
と
を
示
す
。
え
、
「
K
 
L
 
n
、
そ
れ
が
官
用

を
冬
に
。
触
る
l
の
で
あ
そ
し
と
を
示
す
。
1
－
線
は
、
そ
れ

を
持
し
た
語
が
巧
祭
対
象
で
訴
∵
9
こ
と
を
再
す
・

Ⅲ

三

番

冬

色

借

手

葬

ル

に

塙

出

さ

れ

て

い

う

も

の

ア
ハ
レ
一
㌻
ン

冊
那
三
分
へ
ヱ
　
紺
甜
骨
　
へ
ァ
へ
し
フ
歯
）
（
霊

蒜
呵
射
⑦
（
空
相
噂
の
C
了
）
　
相
堅
め
（
霊

ア

ヒ

　

ア

⊂

ニ

ノ

場
嘩
ク
㊨
（
誓
）
ふ
奇
　
（
ア
ヤ
、
ン
め
：
1
7
）

ア
マ
、
ン
ム
テ

鍋
撃
∵
ア
ラ
パ
ス
螢
（
哲
　
郎
裏
へ
⑥
（
和
）

ち

マ

レ

K

　

　

　

　

　

　

　

　

　

忠

・

ン

汽

匂
生
①
（
3
）
　
明
朝
乳
3
〕
　
呵
譲
①
へ
7
）

フ

ト

ロ

イ

テ

K

2
2
7
郎
戸
倉
（
誓
　
約
璃
弟
分
〔
2
）
　
仲
駕
0

（
豊
　
明
可
⑦
（
2
）
　
払
鋸
⑦
へ
て
）
　
数

㊥
（
主
　
義
①
（
2
）
　
霊
里
の
（
旦
）
　
瑠

璃
ク
載
（
讐
　
競
り
（
「
t
バ
ー
レ
め
：
定
〕
　
云

各
軍
ノ
瑚
訂
（
7
）
　
料
が
酎
⑳
「
誓
．
軋
畢

ト
♂
（
3
）
　
簑
望
て
㊥
（
叩
）
　
鶴
乳
男
　
君
肩

の
（
J
）
　
隼
衷
㊥
（
竺
　
牲
墾
⑦
（
柑
）

牲
璽
卦
（
年
）

ゼ
二

勘
餌
の
ハ
2
）

ク
手
マ
ナ
こ
　
代

型
残
　
④
二
男
）

ク
ノ
マ
叫
　
．
n

わ
二
鵜
④
　
悸
）

ツ

キ

一

7

　

K

耳
項
⑦
　
C
〓
）

・
ト
　
ハ
ノ

僻
耳
㊥
（
双
）

レ
n

ナ
へ
　
　
K

の
：
り
〕
　
碑
鍬
¢
へ
4
〕

ノ

ー

　

レ

n

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

カ

リ

腎
①
（
1
）
　
聖
梓
の
（
j
〕

ヒ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
L
デ
．
J
n

総
轄
を
．
粥
奉
　
⑦
（
り
）

“
離
ノ
㊤
（
枠
〕
　
隼
難
応
（
2
）

り

ナ

テ

H

雲
口
釘
（
招
〕
　
瑚
甥
鮮
軌
7
〕

ナ
ウ
．
ン

∴
∵
．
．
　
∴
‥
・

ス
カ
タ

2
2
弥
①
（
7
）

ソ

こ

ノ

　

ー

ノ

n

増
し
庖
⑦
へ
＝
）

タ
ヘ
ア
l
封
盈
っ
叫

裾
京
命
（
誓

り
一
フ
　
　
レ
n

軸
受
の
（
‖
〕

夕
こ
ノ
マ
ツ
つ
て
　
バ

隼
が
㊥
（
‖
）
　
痢

ヒ
ト
ヤ
こ

2
3
枚
①
　
（
2
）

て
コ
ト
ニ

榊
根
号
①
（
3
〕
　
制
御
①
（
1
。
）
　
好
守
（
マ
コ
ト



吼
U
へ
讐
　
7
。
璽
軌
へ
引
J
　
ね
酔
榊
乱
丁
）

㌫
卦
互
　
鳴
離
l
′
、
ン
命
（
隻
　
篇
が
（
門
〕

幻
轡
璃
墾
1
〕
　
瑚
轟
堅
厨
（
空
．
欄
璽

ク
で
T
＋
．
厄
　
－
く

（
紛
塁
持
仏
＝
1
）
　
的
服
境
（
㊥
蚤
㊦
是
が
巷

ぅ

と

戻

る

〕

・
承
認
の
例
月
掲
土
樽
危
が
堀
中
†
甘
い
の
で
除
く
。

ヲ
キ
ク
申
　
　
ヲ
ハ
ロ
ケ
ー
レ
　
　
ヲ
ホ
エ
入
　
　
　
手
ホ
ヤ
ケ

・

∵

．

‥

　

1

∵

・

　

　

。

　

・

・

．

－

㍉

キ
せ
　
　
か
へ
　
　
　
　
け
カ
リ
　
　
　
ス
ク
ハ
ム

拗
音
（
徒
）
　
％
唱
・
脱
線

フ
ナ
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
マ
干
　
　
コ
メ
リ

紆
　
鋤
聖
埼
　
2
3
0
閻
（
節
）

モ
ロ
コ
シ
　
　
ャ
ム
っ
ト
ナ
千
　
　
　
ソ
ノ

舛
聖
僧
　
は
止
一
右
　
侵
姓
へ

碁
へ
厨
膏
品
詞
＞

箭
ク
碑
鍔
讐
都
路

マ
ア
カ
レ
ム

耕
怜
　
霊
増
、
、
聖

キ
柑
り
　
　
　
　
　
　
ト

の
紀
0
回
ノ
糎
知
坤

屑
口
、
1
7
ン
蘭
　
7
7
患
果
河
圃
梨

（キ）

ケ
イ

新
郎
牽
（
朗
紺
崇
㌍
ダ
モ
ノ
）

引
「

悟
何
人
（
荷
風

重
義

、
ン
ク
ワ
ウ
　
　
　
　
タ
イ
ユ
ニ
r
ワ
　
′

勘
曹
ノ
史
弘
．
作
芸
警
門
番
．
姦

ト

こ

ノ

　

　

　

　

　

　

ミ

ロ

ク

犯
利
人
　
相
編
物

ナ

こ

　

こ

／

ニ

、

荷

田

ナ

こ

、

ヨ

テ

か

、

所

収

ナ

ニ

・

コ

ノ

モ

ア

か

K

）

m
三
を
冬
色
骨
事
務
打
に
ト
㌍
て
了
解
取
る
薮
叶
に
碍
出
さ

れ

7

　

い

っ

急

イ

t

の

1
ク
サ
　
　
　
　
イ
ヨ
く
　
　
　
　
　
ソ
、
　
　
　
　
フ
セ
ツ
　
　
　
ワ
竺
7

両
増
兵
　
膏
聖
楕
　
　
出
石
管
　
制
棚
状
　
研
媒
・
昭

7
タ
　
　
　
　
ホ
ラ

軋
　
男
窓

皿
三
番
不
邑
骨
芋
類
打
、
療
罪
名
左
枠
六
に
＝
精
出
さ
れ
て

L
l
　
訂
い
　
も
の

ア
ハ
セ
二
ノ
　
　
　
ア
ラ

痢
相
．
珊
試
料

イ
ヨ
／
＼
　
　
ろ
マ
t
I
　
　
オ
男
心
　
　
ヲ
干
テ

ヨ
瑠
　
璃
廿
　
明
碕
　
明
埼

、
、
ヽ
　
ヨ
7
ノ

男
御
足
叩
布

〆
丁
ノ
ノ
1

衣
▼
せ
＜
呼
亨
＞
　
引
正
す
！
尽
（
り
雛
〕

せ
及
げ
・
米
車
の
二
項
は
参
考
ま
で
に
稼
げ
た
ム

環
に
扉
か
什
紳
謹
亨
に
づ
い
て
調
べ
l
　
た
と
＝
ろ
芝
崎
早
も

泰
領
は
単
項
に
翠
じ
、
節
在
は
ふ
∵
承
例
の
み
を
示
す
。

〕
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ケ
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甘
三
巻
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Q
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（
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撃
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（
7
て
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（
1
）
　
生
鋸
了
㊨
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用
）
　
欄
、
衿
テ
（
袖
の
譲
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と
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ウ
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ト
だ
い
。

オ
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一
ヌ
「
冠
・
資
〕

定
・
・
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サ
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考
程
1
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（
聖

祭
（
1
）

○
ア
ブ
ノ
杷
ヲ
数
テ
六
六
誓

「
軍
費
」
　
へ
聖
望
警
警

「
斧
忙
し
　
へ
菩
書
・
声

繁
謹
）
等
の
熱
語
が
青
景
に
在
る
小
。

カ
ノ
ア
二
∵
此
・
暴
）

此
　
（
　
1
－
U

C
叫
ソ
、
棒
ク
′
二
号
：
ノ
思
云
相
フ
宙
「
ハ
佗
大
ニ
ハ
異
色
。

∴
∴

是
（
？
〕

○
如
筍
孝
子
宣
子
（
占
）

右
を
始
め
、
寸
′
て
て
「
加
え
L
で
あ
一
う
。
（
2

3
飽
汀

硯
冊
柄
川
棚
）

ス
べ、
テ
（
将
・
札
）

符
「
1
）
ト
ー
タ
ル
‥
」
肯
定
三
雲
堤
に
何
い
ら
れ
て
い

↓
令
。

○
呵
巌
完
′
ル
射
∵
1
接
テ
象
宜
サ
二
か
ソ
ヘ
ア
テ
＼
一
雨
）

札
（
1
）
市
浦
語
と
呼
応
し
て
∵
つ
。

○
仏
露
瑚
不
足
給
餌
ナ
三
通

○
卜
竜
プ
止
ヲ
見
テ
後
町
舟
ヲ
ホ
エ
ス
（
ぴ

・
弟
小
者
の
項
両
説
諸
子
．
ほ
右
三
例
と
1
二
稔
L
。
（

謡
空
竺
凶
即
ふ
∴
㌍
エ

ア
マ
フ
（
鴫
・
診
〕

賜
へ
J
）
李
′
御
領
の
み
で
、
再
、
路
∵
㌘
葱
に
酵
ら
れ
て

い
ス
♂
。

○
寧
盲
下
す
レ
テ
弼
二
甥
ッ
喜
蒜
に
胸
骨
暦
2
7

7
）

給
（
評
玖
語
間
空
下
二
総
譜
周
之
）
璃
銅
動
詞
の

み
ネ
あ
る
。
高
山
青
年
甘
往
来
に
共
通
す
る
4
－
「
謹

之
、
録
南
U

O
音
カ
ラ
セ
給
＼
干
色
石
）

六
∵
孔



○

サ

ァ

ラ

ム

亨

ヲ

不

足

醐

ト

＝

ノ

（

望

卜
＝
ノ
　
（
阜
・
哉
）

与
へ
？
〕
　
年
中
　
へ
1
）
　
　
去
奉
へ
プ
）
　
阜
釆
（
5
）

ト
こ
ノ

義
「
！
）

年
齢
＝
ヰ
日
の
堵
合
と
′
乙
「
と
L
L
に
β
「
卑
し
　
を

憎
い
．
「
為
し
　
空
　
的
数
詞
に
陥
っ
て
画
い
る
こ
と

ド
し
て
　
い
V
予
∵
l
う
て
あ
る
。

〇
年
八
十
許
の
是
瑠
ハ
也

ト
．
ン

〇
歳
罷
発
1
7
（
細
）
　
え
孝
男
の
司
亨
活
に
戊
す
る
の
で
級

名
ふ
亡
召
∴
＝
た
い
㌦

〇
号
令
弟
（
錘
）
　
三
歳
芭
　
十
五
空
抽
）

十
ガ
、
ン
へ
長
・
率
）

永
（
7
）
　
時
間
的
の
締
り
に
田
い
る
。

○
車
乗
イ
ト
ミ
ツ
ル
l
じ
剰
え
ヌ
正

長
（
了
）
　
を
関
崎
の
匪
轟
に
用
い
る
。

〇
二
色
ノ
ア
プ
ヲ
璃
り
立
テ
（
蜘
）

ぜ
今
告
の
噴
出
捉
藷
に
‥
打
＝
∵
7
∴
1
　
ニ
例
と
・
t
何
様

で
あ
ろ
。
（
国
空
2
　
聞
耳
・
待
〕

皿

喜

票

田

碧

守

の

相

互

に

菅

懲

り

合

う

由

縁

に

あ

る

埠

合
ア
フ
　
（
合
・
禰
・
粁
）

欄

ハ

ム

）

　

　

合

（

7

）

七
　
〇

共
に
こ
萄
苦
し
く
な
い
日
に
遭
遇
し
た
‥
と
を
表
す
場

会
に
二
田
l
、
て
鶉
か
e

O
窓
王
＝
痢
ア
（
豪
〕

○
倒
竣
準
乙
使
（
空

ア
ヒ
，
ア
C
－
7

封
　
　
　
へ
4
）
　
整
野
㌻
∴

人
に
面
と
向
∵
ラ
フ
り
　
げ
っ
・
r
り
撼
令
う
‥
と
き
表

す
場
合
に
何
∴
て
為
る
O

。
人
孝
二
鑑
給
ア
㌦
。
大
判
ク
リ
喜

○
叱
ノ
和
尚
。
困
。
天
竺
ヨ
ソ
渡
瑠
　
（
巷

ア
マ
ネ
シ
へ
轟
・
間
）

ア
マ
ネ
タ
　
　
　
　
　
ア
マ
ネ
ク

逓
　
（
2
）
　
固
　
（
　
2
〕

羞
賓
が
認
め
ら
れ
し
な
い
。

。
空
疎
去
り
テ
貰
摘
欝
ス
へ
豊
　
　
ア
マ
主
／

○
此
席
巌
タ
も
女
釆
ノ
顧
コ
ト
二
マ
ホ
リ
ワ
ダ
フ
二
期

額
ラ
マ
帝
h
ソ
テ
南

東
今
昔
の
確
叙
訳
語
で
は
「
亀
」
（
回
彗
2
）

ア
ラ
ハ
ス
　
へ
顆
・
鼠
〕

額

へ

3

）

　

　

毘

（

1

）

○
賽
甘
う
喝
カ
タ
メ
三
柄
大
形
ヲ
凰
昔
（
色

女
今
昔
の
額
尿
諾
箆
苗
∴
将
「
義
人
ノ
形
ヲ
現
ゼ
リ
」

と
あ
る
。
へ
回
砧
l
相
）
　
　
「
足
し
ほ
「
空
し
の
省
丈
か



ミ
拳
香
色
音
字
顛
1
秒
　
二
郎
田
を
ヰ
）
　
に
漬
軋
げ
′
、
「

乾
し
〓
∵
「
ア
ラ
パ
ス
L
の
皆
野
三
七
位
に
掲
出
J
れ
、

合
点
膏
∵
絃
ら
∴
　
「
現
し
　
日
算
五
危
7
ふ
宰
息
甘
車
∴
㌦

ィ
プ
ル
（
窒
・
別
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至
　
（
率
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繹
皇
（
1
）
　
到
（
1
）
　
　
は
刹
（
1
）

〇
号
㌻
モ
ト
二
本
到
▼
狂

○
上
作
所
。
到
有
也
へ
ヰ
醜
）
彼
所
圭
l
大
鏡
事
準
ン
へ
榊

翔
）高

山
寺
奉
有
縁
隼
に
見
、
ら
れ
る
よ
う
訂
同
法
鼻
こ
早
旦

い
∫
二
二
ぐ
為
る
。
注
2
、
ね
昏
ム
グ
蛍
。

ィ
へ
へ
を
・
屋
．
）

妄
（
3
）
　
和
衷
へ
1
）
　
屋
へ
1
7
．
）

1
産
」
　
七
角
モ
す
て
て
　
1
イ
・
へ
し
と
か
む
に
は
問
題
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布
き
b
　
「
マ
L
と
ヰ
か
め
る
小
ら
て
萄
ろ
e
　
三
番

冬
色
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字
頬
抄
に
∵
ナ
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∴
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屋
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「
イ
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へ
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帝
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璃

出
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れ
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ア
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の

第

一

位

に

掲

出

プ

収
て
い
る
。
琴
布
名
義
け
上
l
「
イ
へ
し
　
口
魚
く
、

「
ア
L
で
あ
る
。
十
、
的
廿
と
一
石
　
っ
　
て
、
了
ふ
、
7
、
を
　
「

ヤ
L
・
と
加
の
㍗
＝
と
l
丈
確
上
京
中
控
で
濁
る
。
可
岩
消

音
語
辞
項
』
1
い
へ
し
の
項
－
二
二
登
城
の
住
む
と
＝

ろ

、

参

炭
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妄

霧

∵

事
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・

妄

条

を

い

う

の

が

原

養

顧
義
汚
γ
へ
屋
）
　
口
、
家
の
史
坤
．
だ
け
を
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っ
L
と

挽
く
∵
こ
の
年
利
は
首
言
霊
主
＝
於
て
J
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認
劇
、
り
れ
㊨

歯
、
待
林
先
生
小
ら
お
教
え
い
た
だ
い
た
。
い
雷
、

今
昔
l
二
額
田
普
請
が
有
り
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且
、
項
的
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現
の
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る

1
レ
の
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ト
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＝
て
、
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岸
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÷
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－
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句
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．
′
し

○

郡

タ

ノ

考

ヲ

捉

霊

力

夕

匂

ノ

内

。

蜃
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踵
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．

弓
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し
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把
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イ
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子
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ュ
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六
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玄
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ロ
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間
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有
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環
の
上
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に
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今
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友
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∵
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．
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．
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－
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叉
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澤
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史
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．
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．
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＼
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∋
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∴
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叫
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梗
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∫
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。
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∵
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＝
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ノ

義

之

㍗

）

○
客
車
と
上
㌍
ト
テ
ス
ル
虞
I
日
　
舞
は
足
許
ア
リ
テ
長
躯

八
一
た
、
ン
　
（
持
し

〔
ト
　
コ
　
ロ
　
ナ
＝
1
〕

○
不
得
恩
倒
也
　
（
肇

川
上
、
高
山
寺
本
十
口
往
泉
と
相
異
る
古
曲
佃
有
る
。
ヰ

2
、
摘
頁
参
照
。

ト
コ
　
ロ
ド
コ
ロ
　
（
所
～
＝
＝
展
l
　
〕

殉
～
　
（
与
）
　
　
庶
∵
、
人
ワ
ニ

○
天
竺
二
束
所
∵
。
往
テ
仏
二
誉
1
摩
ヒ
往
ク
　
（
想

〇
万
、
ル
塞
ハ
此
二
膏
卜
曙
ニ
ノ
テ
劇
弓
行
総
ニ
（
調
）

ナ
ニ
ノ
「
尼
∴
！
録
∴

至
之
。
）
　
毛
礼
へ
7
）
　
萌
え
（
－
）
　
も
経
ち
）

ヒ
　
ヒ



虻
危
　
（
占
）
　
　
止
車
尼
　
へ
‘
）
　
　
極
一
五
、
・
／
　
ハ
7
）
　
　
降

り
た
シ
　
（
2
）
　
　
殖
え
シ
　
（
ナ
）
　
　
格
瓦
へ
っ
こ
　
え

梶
　
へ
1
）
　
　
宣
布
、
各
（
1
〕
　
　
有
終
　
へ
1
レ
　
　
魚
下
一
－

（
1
）

〇
個
雇
う
乱
し
ハ
人
モ
可
、
ソ
　
へ
色

○
ワ
カ
ミ
．
大
尽
テ
フ
ラ
ム
ハ
隼
奇
利
子
音
こ
　
フ
ソ
（
蔚
）

○
王
無
本
意
應
′
7
　
（
曾
）

l
報
に
「
え
L
　
を
こ
用
言
、
「
轟
L
　
は
揮
調
て
ヅ
い
。

何

活

差

持

認

め

粗

い

。

馬

山

寺

本

七

琵

床

の

「

嵐

．

無
し
の
伺
声
に
座
す
る
。
∴
誉
っ
、
如
頁
参
照
。

ト
ホ
シ
　
（
∵
直
・
七
二

サ

咤

C

2

）

　

、

玄

ニ

二

1

　

）

○
煙
が
）
モ
封
へ
朽
）

（
マ
、
）

○
往
未
′
藩
「
＝
症
カ
ニ
句
、
ン
へ
聖

女

後

希

付

、

今

昔

の

項

血

談

話

下

は

「

行

ク

末

ノ

道

亀
二
遺
ニ
ノ
L
　
ハ
日
日
－
？
）
と
あ
る
。

三
番
牛
邑
潰
す
項
叶
（
窮
云
二
歩
本
∴
　
（
上
五
九
、
ワ
）

に
ほ
「
＼
か
ト
ラ
シ
」
を
茅
一
危
霊
昭
げ
、
「
玄
ビ
・
け

茅
二
八
位
に
増
悪
し
て
や
り
合
凰
㌻
呈
㌣
い
。
あ
ろ
∴

げ
疎
放
活
き
是
憲
や
7
ぺ
す
ふ
二

二
　
ハ
カ
ニ
（
俄
・
項
）

俄
　
へ
2
）
　
　
頃
（
秦
）

ノ

七
八

〇
雪
空
＝
濁
音
カ
キ
高
空
ア
南
船
。
ウ
⊥
ノ
コ
ホ
「
人
様
二
時

ヌ
「
符
　
佃
に
苗
）

○
盈
二
日
太
ュ
カ
ヨ
リ
雨
風
咽
頭
テ
人
詞
へ
望

・
掛
今
昔
の
確
椒
荒
事
や
ほ
「
荷
札
二
者
壌
ノ
号
ヨ
り

倒
二
木
ナ
ル
雨
搾
り
永
二
ノ
大
言
！
消
テ
L
　
（
回
聖

は
）
　
と
あ
る
。

○
咤
キ
行
え
・
ル
日
痢
妓
引
布
ケ
リ
へ
誓

・
腐
守
詩
碑
環
碑
語
の
席
仇
洗
語
手
甘
、
「
座
主
の
寓

付
き
媚
緒
の
所
主
途
中
よ
り
坪
に
蹄
曾
へ
げ
L

（
一
三
ユ
札
　
）
　
と
ゑ
∵
ろ
∴

○
材
嘘
門
風
不
吹
喝
判
読
）

・
粛
す
薄
給
違
約
語
の
類
似
放
免
で
口

に
人
乳
吹
て
南
門
倣
ト
判
れ
め
L

シ
し
　
あ
る
e

「
未
の
時
斗

（

一

三

　

九

）

0
・
l
∵
ト
各
裡
空
呵
タ
モ
リ
テ
世
笹
崎
砲
碑
又
へ
聖

メ
今
寺
の
確
取
筑
藷
で
日
、
「
荷
札
ふ
甥
、
㈲
ま
空
咤

テ
碑
を
ノ
方
ヨ
ソ
貿
千
雪
ま
軋
テ
、
雨
晴
∵
二
争
、

世
殊
ご
瘡
普
シ
（
喝
響
け
）
　
と
腐
∵
窯

三
峯
香
色
壌
亨
頸
秒
C
前
田
春
本
∴
）
　
（
上
三
九
ウ
）

に

将

、

「

確

言

㌍

リ

し

ま

空

位

、

「

項

し

き

夢

二
危
．
L
碍
出
し
、
い
す
の
∵
1
合
ト
ロ
蒜
付
し
て
あ
る
日

甘
ル
　
〔
登
・
上
・
昇
）



登
へ
7
レ
　
　
督
〆
＝
1
）
　
　
上
　
（
っ
こ
　
　
四
年
（
7
）

一

q

－

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

U

l

O
質
（
痩
し
　
空
．
こ
登
、
r
号
方
ノ
仏
舎
利
硬
九
ヲ
・
笠
二
上

経
論
モ
同
ク
仏
合
刺
∵
二
号
ニ
＝
ノ
㌔
登
l
笥
～
望

鱒
今
青
空
讐
崇
豊
誓
ふ
「
子
「
卑
し
、
♭
1
寄
り

給

7

L

、

C

「

昇

り

給

テ

濾

督

。

在

マ

ス

し

　

（

国

電
，
？
）
　
と
あ
っ
て
、
「
芹
L
　
㌣
統
一
さ
れ
て
い
る
。

打
開
策
は
、
「
替
－
上
－
馨
し
と
∵
っ
欒
玖
診
九

〇
声
ノ
悌
利
夫
。
昇
給
ル
経
　
へ
聖

ヰ
今
昔
か
類
似
藷
壷
；
∵
も
隅
幸
く
「
昇
L
　
へ
星
空

P
O
）

ハ
ジ
ム
　
へ
娼
・
初
）

怒
（
！
）
　
首
▼
璃
メ
ス
（
1
・
）
　
浩
∵
！
焔
ム
H
ル
　
（
1
∴

抑
（
っ
J
）

○
今
喝
l
ク
心
事
＝
互
井
三
脚
）

○
碓
ふ
短
句
ラ
と
デ
戯
・
ワ
へ
モ
醸
給
ヒ
ケ
り
（
色

ト
　
ー
．

〇
戴
立
所
ノ
迫
ヲ
壷
ユ
土
「
－
リ
補
メ
テ
衆
人
ノ
止
事
え
幼

。
ニ
ノ
給
ヌ
ル
。
へ
聖

火
小
塙
の
額
祝
誰
話
で
ほ
、
も
へ
国
空
り
）
、
♭
（

同
相
・
誓
「
と
｛
に
「
璃
」
　
と
て
る
も

同

声

甚

三

相

い

て

あ

げ

姓

は

、

畢

抵

語

と

し

て

汀

「

初
了
L
を
主
と
し
て
何
皇
　
祖
甘
藷
に
将
一
「
楕
」
チ
エ
旧

い
入
才
と
‥
、
ぅ
こ
と
に
な
ろ
う
8
高
・
山
寺
本
音
咋
泉
持

「
　
鳴
」
　
の
み
も
C
用
　
い
て
　
㍉
る
。

ハ
ル
ウ
ナ
リ
、
ご
ま
・
追
）

女
　
（
　
∫
）
　
　
良
　
へ
　
1
）

○
ふ
†
密
ノ
、
可
か
一
二
盈
7
、
往
　
（
射
し

○
伸
逐
璃
ム
ウ
亀
二
利
明
ナ
失
望
ヨ
リ
疲
こ
〕
　
（
忽

三
を
千
旦
脅
す
類
頼
（
前
田
暮
本
二
　
へ
上
　
二
九
、
ウ
）

「
二
日
ノ
「
†
」
　
チ
エ
新
二
接
に
金
員
を
何
し
て
増
悲
し
、

「
遺
．
し
悠
牒
由
淀
で
令
息
示
凄
い
。

フ
ス
　
（
臥
・
伏
）

＜
　
伊
段
婚
用
＞
臥
　
（
2
）
　
　
伏
　
（
2
）

フ
ヤ
三
ノ

ハ
下
二
投
誰
何
）
臥
　
（
2
）
・
状
∵
－

フ
で
ツ

〕
　
　
び
伏
γ
）

周
作
デ
ケ
L
ハ
　
（
1
）
　
．
鞘
．
誓
括
り
　
（
1
′
）

八
潮
二
枚
定
イ
用
言
㍗
例
＞

○

環

ヲ

絢

給

へ

．

卜

今

ン

テ

叫

け

こ

尺

塑

僻

丈

六

の

鉢

こ

鷺
手
肴
合
え
た
ヲ
放
テ
　
（
望

○
守
で
土
、
ノ
弾
モ
ノ
一
八
ソ
う
′
と
し
キ
｛
〃
り
′
キ
テ
呵
＝
ノ
給
テ

多
顧
ヲ
土
給
7
ケ
ニ
ア
筍
ム
　
（
望

・
甘
今
首
の
噸
榊
強
請
で
は
「
后
ノ
桝
裳
ノ
裾
ヲ
攻
で

確
で
テ
敵
、
ン
給
。
ノ
L
　
ハ
回
空
！
）
と
あ
る
。

＜
下
こ
鏡
諮
印
の
例
＞

○
山
や
′
中
：
ギ
ク
C
／
テ
ラ
臥
ク
ル
稀
－
二
7
　
（
色

・
只
今
語
竺
確
守
究
誰
で
－
同
寺
。
ハ
国
聖
霊

七
　
九



○
姓
伊
刀
ヲ
⊥
〃
キ
テ
ヤ
ク
荘
プ
ル
確
上
二
年
ニ
ノ
誉
テ

キ
予
二
？
「
1
P
－
「
－

a
撃
ノ
装
束
車
代
て
ノ
欧
ダ
レ
ト
そ
、
イ
タ
ウ
粥
こ
夕
し
ハ

1
．

・
・
英
今
富
の
顆
現
先
請
で
け
「
箇
二
碩
テ
彼
／
館
し
ル

ュ
ハ
H
H
「

緒

ノ

土

。

路

上

寺

勘

定

リ

∵

轟

、

貫

ノ

七

二

モ

徹

′

L

リ

叶
ノ
在
購
買
テ
着
色
、
k
等
・
呼
路
ヲ
璧
律
臥
り
．

轄
孜
モ
去
‥
三
時
読
了
レ
俵
誓
∴
細
ル
万
巻
弄
「
ン
L
へ
国
頭

－
‘
〕
　
と
丁
の
ろ
＼

八
　
〇

マ
ウ
ス
　
へ
耳
管
動
詞
）
　
（
中
二
穆
）

中
　
二
〓
「
・
中
二
　
サ
′
ン
）
　
へ
ク
）
　
　
申
出
テ
　
（
7
）

○
撃
－
‥
ナ
。
．
乃
巽
南
ラ
五
二
刊
ケ
し
ハ
（
と

〔
王
　
†
！
獄
司
〕

○
サ
し
　
ハ
某
南
ラ
啓
ル
　
へ
キ
也
　
（
∴
こ

画
才
二
年
午
前
∴
㌻
ぐ
な
∴
二

巾
ル
　
（
在
・
嘘
二
義
）

権
へ
1
）
　
　
掻
入
．
（
－
）
　
輝
（

○
上
宝
了
承
テ
蜃
ノ
由
一
l
後
席
ソ

C
都
子
＝
三
言
マ
孟
五
、
で

〃
し
l
t
．

鋼
ノ
．
諭
ヲ
碓
入
り
　
へ
望

ー
）
．
憲
二
一
「
）

い

．

1h
h

尺

許

底

一

尺

許

ナ

ル

正
　
「
足
し
　
ほ
ろ
弓
て
い
∴
〓
「
∵
フ
ナ
　
I
も
症
　
L
　
と
勤
む
て
き

カ

1

〇

三
毛
平
と
セ
ご
モ
顆
れ
　
二
刑
ば
暮
春
）
　
C
上
竺
六
方
）

ニ
ー
、
「
瘡
定
立
埠
L
と
寮
二
　
二
位
に
絡
げ
ー
第

九
広
一
l
、
「
孟
－
片
∵
宜
し
　
き
碑
出
し
て
み
ろ
こ
．
八
、
．
同

じ

く

へ

下

こ

言

）

に

1

度

　

票

ル

L

と

去

る
0

互
b
C
は
、
置
碩
活
き
貴
慮
す
T
F
か
。

〔
王

〔
　
〕
に
包
ま
れ
た
も
の
は
、
土
後
町

の
受
ノ
子
も
C
、
下
彼
杵
為
寺
号
示
す
。

「
判
読
∴
誓
で
高
二
⊥
さ
う
十
こ
す
い
碑
、

↑

　

痩

方

】

「
　
申
・
L
　
「
　
者
L

「
啓
L
 
H
γ
た

「
　
申
し
　
と
グ
甥

に
岡
澤
差
を
認
め
難
い
よ
、
〕
で
あ
る
。

マ
ゲ
ル
蒜
∵
曲
〕

拝
　
（
7
）
　
　
曲
　
（
．
了
）

○

ヰ

八

十

諮

ノ

免

僧

ノ

醸

拝

り

ル

革

詫

イ

ノ

年

足

ヲ

ハ

キ
テ
　
ハ
砧
）

○
曲
腐
．
枚
ハ
ー
グ
ト
ナ
リ
ア
尽
ヌ
（
れ
〕

マ
「
一
ト
　
（
膏
・
填
）

賓
ノ
　
（
　
2
こ
　
　
長
ノ
　
へ
ー
J

O
膏
ノ
用
絡
∴
∵
　
｛
′
ヱ
′
）

永
今
草
の
顛
血
這
豊
持
千
五
品
豊
ナ
　
（
国
軍
‖
〕

○
誉
ハ
剰
ノ
瑠
堅
ナ
リ
ケ
ソ
へ
堅

永
今
昔
の
額
田
統
括
で
は
「
封
ヂ
句
′
諸
元
∵
こ
明
通

′
聖
人
色
ケ
∴
。
∴
L
　
（
起
砧
l
豊
　
と
あ
る
二



モ
　
ノ物○

三
を
冬
色
奇
手
頂
け
　
（
督
…
日
長
奉
）
　
「
中

吉
、
「
賓
如
射
　
し
至
矛
l
位
に
、
「

三

是

に

塘

出

し

て

　

い

る

8

九

一

万

　

U

．
．
′
ンヒ

填
L
　
を
茅

り
／
　
行
・
往
）

行
へ
率
〕
　
　
往
（
仲
）

へ

7

〕

　

　

蟹

ノ

ヒ

往

（

7

）

ス
　
キ
往
　
（
　
っ
こ

衷
メ
径
　
へ
・
－
）

ツ

万

ヒ

往

来
・
柱
へ

（
亨
箇
名
詞
）
　
へ
物
・
．
充
言

へ
袖
）
　
　
戒
名
（
－
）
　
　
壊
為
　
（
1
）

「
均
し
　
は
攻
の
珍
合
l
‥
印
∵
ウ
刺
て
い
う
ん

正
竺
ん
・
堀
乃
理
奉
　
2
9
．
何
頭

静
　
　
　
　
　
　
　
　
粛
的
∴
”
印
〃

っ

ノ

ヱ

っ

（

J

り

J

人

聞

き

け

じ

め

生

命

筍

る

存

在

．

云

モ
ノ
云
う
　
　
　
　
　
捕
縛
の
β
廿
パ
パ

J

　

ス

　

2

　

3

、

J

　

フ

ノ

、

J

モ

ノ

卦

繕

え

争

　

　

即つ
J

モ
ノ
軋
l
な
ず
　
　
　
　
の

食
締
　
　
　
　
　
　
　
付
け

、
J
　
、
J

唯
に
声
く
　
　
　
　
埠プ

J

〇
八
哺
糊
を
・
も
含
め
て
、
存
左
二
り
　
7
ぺ
て
　
「

打

て

い

る

が

∵

熟

語

に

限

っ

て

　

「

濁

し

ノ

b

　

β

　

β

′

　

4

∠

　

　

く

フ

ノ

　

フ

J

　

フ

ノ

紬
し
　
て
長
さ

ゲ
伺
い
、
わ
れ

て

一

い

る

。

環
副
長
誓
玲
子
（
望
　
食
尽
刺
せ
路
㌢
．
童

え
、
一
ヒ
ノ
ド
一
七
ト
ト
「
′
い
て
は
・
「
再
考
L
　
「
明
人
心
）

「
幼
鶉
L
　
亡
桝
「
誓
二
誓
霊
嵩
議
）
と
亙
っ
て
い

（
柑
〕

・つ．・

1
J

O
強
旦
テ
経
国
見
目
　
（
中
略
）
　
存
＼
正
確
ハ
此
二
句
卜

撃
．
ご
7
度
と
珂
給
二
仏
経
札
不
私
給
餌
ナ
．
、
ン
へ
弼
禦

用
意
定
足
は
∵
繁
く
、
「
指
し
　
が
主
y
L
 
L
7
∴
用
い
、
与
れ
て

い
ス
．
笠
　
高
山
寺
本
甘
注
水
で
持
、
「
往
」
　
の
み
。

ユ
ヱ
　
ハ
面
接
・
故
）

r
－
　
ア
り

所
以
　
（
1
）

○

韓

ハ

一

十

三

付

と

更

－

－

．

ま
ヱ

レ
　
ト
一
七
品
ハ
三
井
ト
　
丁
石
碑
二
二
共
和
寝
ハ

わ
マ
し

ノ
生
給
も
上
り
「
ノ
渇
フ
、
、
＼
タ
レ
ハ
三
卑
ト
中

十
リ
　
（
色

稟
今
昔
の
頸
妹
艶
話
で
ほ
　
「
大
師
、
喪
故
l
フ
間
フ
L

へ
固
持
・
王
と
あ
る
。

0
某
日
泉
崎
無
料
槽
西
嶺
7
二
竺
喝
利
家
∵
∵
ふ
典
故
短
完

∵

坪
字
産
言
霊
誉
め
怒
∴
∵
ナ
う
で
み
る
ひ

ヨ

ロ

コ

ブ

へ

楳

＝

す

）

棍
（
7
）
　
与
へ
ー
）
　
他
に
為
珂
　
「
侃
L
　
へ
3
〕
　
が

南
ア
p
。

○
三
成
テ
往
テ
見
給
。
一
竺

八
一



○
（
赴
き
汚
師
〕
促
す
乃
ラ
樽
。
写
一
二
聖

O
「
卒
碕
ふ
T
へ
札
音
マ
ダ
ニ
五
音
ウ
ナ
立
　
ク
剥
控
嘗

植
え
　
（
卯
）

～
搬
ト
は
　
「
杖
し
　
き
伺
い
、
「
音
悲
し
　
と
∵
フ
汁
語

「
宿
り
「
吉
ア
き
用
い
て
∵
る
二
烏
山
寺
本
音
結
束

に
似
る
完
　
日
柄
、
今
昔
で
H
、
噸
舛
託
話
に
伺
す
る
限

り
「
暮
し
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
「
催
し
竺
所
在
持

右
仇
〓
∵
井
で
n
∵
、
〝
増
減
瑞
誓
千
両
る
二
千
を

午
と
寄
与
顧
秒
　
二
椚
渾
未
年
）
　
（
土
工
ユ
ズ
　
）
に

壬
、
「
ハ
見
「
。
。
。
托
し
夏
着
－
ナ

ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
、
正
、
「
喜
し
　
き
帯
留

危
言
二
極
土
L
、
い
手
沢
に
も
合
意
醒
灯
し
て
右
∵
′
9
8

ヲ
ガ
ム
　
（
咋
・
乱
〕

拝
（
　
7
）
　
、
礼
（
i
）

〇
九
白
玉
ア
リ
ツ
市
ノ
内
ヨ
リ
ノ
田
片
言
7
歳
ッ
三
ト
埠
、
、
、

音
ク
リ
絡
テ
∵
　
「
冥

○
車
土
鶉
専
土
慶
一
ヲ
山
治
7
　
品
）

用
声
置
き
認
・
の
黎
い
。
三
資
本
と
貴
l
亨
密
秒
へ
官
用

夏
‥
中
大
言
）
に
は
、
「
年
柵
彊
L
皇
炉

〓
旭
に
、
「
礼
し
　
き
第
五
位
に
碑
げ
て
＝
る
碑
、
黒

川
を
漆
∴
ト
持
合
え
が
皐
∴
∵
か
ら
、
判
断
濱
埠
レ
し
し
て

持
弱
い
。

八
ニ

〕

斑
分
布
・
堆
態
に
、
注
意
を
鼻
す
る
例

〔

一
語
多
塚
亨
表
記
の
呼
に
持
、
そ
の
分
布
に
際
立
フ
た
礁

相
を
見
て
ろ
こ
明
が
云
月
リ
、
り
て
敢
研
巧
さ
意
味
す
る
が
．
に
つ
い

て
考
え
接
は
㌢
、
．
り
㌃
∴
＝
£
二
ノ
で
あ
る
：

○
力
エ
リ
中
、
に
∴
H
、
∵
首
L
と
「
頭
L
と
舟
二
四
＝
∵
弓
射
て
い
る
生

命
布
ふ
よ
鋤
て
る
と
、
1
首
し
け
（
明
空
1
二
見
・
礼
、
〓
″

「
頑
」
絹
へ
拗
霊
豊
に
写
そ
う
。
印
弓
、
打
増
募
の

奪
え
ほ
告
辞
で
頼
持
て
ぁ
る
か
∴
ノ
、
照
子
は
「
膏
L
、
後

耳
丁
持
「
頭
L
寺
の
で
あ
る
。

（
．
）
カ
ニ
ノ
に
言
“
「
加
等
L
「
寮
了
柚
ふ
∵
∵
ら
れ
て
‥
去
蒜
、
1
お
れ

L
は
紺
こ
の
み
で
、
「
野
村
（
高
明
霊
「
ト
見
え

る
0

0
カ
ナ
ー
ド
持
「
錆
L
l
錮
L
外
層
い
、

い
ら
〓
7
∴
い
る
か
、
「

礪
」
は
（
佃
）
の
み
て
「
鍋
L
が
（
佃
冊
用
周
）
に
早
耳

相
互
主
夫
錆
し
て
い
甘
い
。

○
ワ
ヘ
ミ
ヤ
か
こ
に
ほ
、
平
。
し
1
速
ニ
」
㌍
河
言
∵
り
椚
て
い

る
が
、
「
早
二
・
」
一
日
（
絹
し
の
み
で
、
「
連
－
言
付
（
軸
物

伸
縮
画
聖
に
牢
乙
．
る
。

○
ダ
フ
ト
＝
／
仁
i

l
、
専
」
「
潰
し
年
何
・
．
ら
机
て
い
る
伊
、

「
卑
し
は
（
J
J
）
、
「
貴
L
H
て
∴
〓
以
鯉
へ
一
五
血
㍗
号
か

㌻
し
そ
明
、
ち
か
に
左
記
上
の
基
準
主
変
更
の
有
っ
た
亨



声
二
や
す
も
の
の
よ
、
へ
ノ
で
あ
る
。

○
ダ
フ
ト
げ
れ
∵
に
は
∵
「
直
し
「
骨
L
が
用
∵
り
れ
て
い
る
が
、

「
寄
」
帯
（
て
！
）
の
み
五
二
あ
フ
了
、
「
骨
L
が
（
〃
鮎
拍

）
「
占
ル
え
る
。
ア
7
ト
、
ン
と
稀
ピ
て
足
れ
げ
、
帯
一
浩
の

朝
め
乃
五
行
ま
で
持
「
卑
し
、
写
れ
吠
頂
は
「
潰
し
宅
間

い
る
と
＝
∵
う
、
基
準
の
変
壷
示
壷
㌻
三
三

〇
バ
ご
メ
＜
品
詞
＞
に
∴
ロ
、
「
鶴
L
「
耕
し
が
前
言
∵
ら
れ
て

、
‘
ノ

∵
包
㌍
「
空
目
へ
7
2
誓
に
「
初
L
は
（
瑠
細
）

－
二
と
∵
っ
使
い
分
け
が
T
ィ
、
れ
て
い
て
、
互
に
套
備
し
て

い
甘
‥
。

○
！
て
ツ
ハ
l
盲
項
動
詞
＞
に
．
ほ
、
「
拝
し
「
接
し
相
．
用
言
∵

－
り
れ

て
い
フ
つ
㌍
・
て
の
内
「
靖
L
は
二
∵
升
宛
）
、
「
接
し
？
て

年
以
後
や
何
を
か
㌣
え
与
。
＝
鉦
1
珪
中
で
暮
雫
の
愛
壷

の
番
っ
た
‥
と
き
凍
印
せ
る
。

○
モ
ノ
巨
王
に
口
、
↓
弟
宍
L
「
物
焦
し
炉
前
言
∵
り
れ
丁
い

る
研
、
そ
の
内
「
弟
賓
L
は
（
明
し
の
ん
千
承
り
、
今
日
以
後

は
「
物
荒
し
年
「
人
L
・
－
幼
L
乃
日
干
頂
き
を
す
の
「
∵
乙

（
柏
）

用
∵
′
つ
約
、
七
励
き
い
で
え
る
。

〇
年
心
に
は
、
「
璧
し
「
居
L
が
周
∵
ら
h
机
て
い
る
舛
・
一
そ

の
内
「
壁
」
は
八
二
誉
V
d
㍗
み
千
、
号
H
接
線
は
「
噂
し
鮮

同
い
ら
れ
八
倒
を
か
・
で
亙
る
D

右
に
洋
二
二
に
如
／
＼
、
一
語
夕
濁
す
表
記
の
ゆ
仁
は
、
ニ
っ

の
奥
、
つ
た
頒
与
好
調
査
に
見
境
す
る
＝
と
ケ
く
・
前
後
ド
使

い
分
け
ら
れ
て
t

t
う
例
好
存
す
る
。
恭
詑
上
の
落
準
碑
途
中

で
⊥
竺
史
五
言
‥
た
ゴ
と
の
ら
し
く
寮
と
弓
中
る
甲
、
本
・
師
団
に
掲

げ
た
多
く
の
「
語
多
耳
管
を
党
利
に
几
ぺ
如
け
、
こ
れ
ら
は

部
分
的
、
彗
砕
作
家
的
で
あ
り
、
〓
〃
神
田
青
首
用
字
、

旭
洋
非
百
l

音
信
簡
亨
や
あ
る
と
∴
＼
た
試
て
寸
言
二
㌦
▼
中
小
ろ

何
年
上
の
空
東
町
行
線
に
甘
1
、
再
ト
∵
い
「
＝
つ
い
て
は
、
筒
後

先
ノ
に
停
∵
？
た
＝
㌦

＝
ク
、
中
1

：
持
、
一
一
種
の
塗
亨
を
記
が
丈
鍋
し
て
未
聖
令

勧
t
あ
う
。
即
∵
ヶ
・
「
ミ
ワ
ド
L
に
は
「
王
L
「
脊
王
L
恥

阿
∵
ら
高
て
l
い
う
が
、
‥
れ
拉
天
領
し
て
い
る
b
考
賛
し
て

み
る
の
▼
に
こ
、
「
王
L
へ
伊
八
倒
）
千
云
竺
二
プ
台
つ
も
り
肯
け

甘
か
っ
た
小
。
等
一
誰
午
や
第
二
ニ
詰
ま
や
、
高
く
「
壬
し

き
衝
∴
∵
．
寡
二
話
の
「
す
え
／
碇
′
．
帝
王
L
へ
望
き
「
す
蓋

し
の
初
出
と
し
て
、
天
会
言
ほ
「
希
主
L
（
「
几
碗
J
サ
と
伺

‥
る
傾
向
如
法
7
く
る
。
（
怪
し
、
「
押
上
至
土
L
（
望
㍗
例

外
争
腐
り
、
耳
、
鼠
言
∵
墳
す
L
t
か
＿
立
し
な
い
。
）
囲
み
に

今
青
物
埠
簸
千
は
、
固
有
名
詞
い
い
は
「
人
里
l
L
を
珂
い
て
純

一
子
頼
て
l

、
る
。
、
増
し
、
「
鱈
を
L
持
「
画
王
L
羊
浩
一

さ
れ
て
い
る
。

む
寸
∴
げ

八
三



頼
上
程
々
迫
り
へ
・
て
耳
、
た
所
∵
考
　
l
獲
り
う
と
巧
の
加
ノ
「
与
る
。

「
∴
将
帥
頂
套
主
っ
言
て
吾
∵
T
ト
ト
γ
、
し
ろ
「
∵
ま
机
は
、
そ

の
宛
と
が
ら
芸
や
？
常
用
海
手
‡
「
あ
る
と
角
え
、
り
∴
H
る
。

＝
招
け
、
高
山
寺
井
＋
是
け
泉
に
紫
逸
す
る
。
何
時
に

＝
の
事
、
管
へ
げ
、
今
く
訓
の
存
三
言
㌻
∴
∵
チ
∵
澤
亨
毛
細

㌣
際
完
二
用
針
チ
エ
守
喝
す
る
も
の
で
J
l
あ
う
と
考
え
ら
沢

る
㌔

二
、
月
相
集
．
に
洋
一
譜
多
頂
芋
泰
岩
村
多
く
誰
の
ら
れ
包

こ
れ
汀
、
高
山
青
外
与
往
束
佃
〓
諮
二
堵
与
を
紀
に
同

定
し
て
＝
い
る
二
の
「
∵
托
ぺ
て
際
立
っ
　
た
姜
果
て
あ
る
。

二
「
　
打
摘
聞
集
の
接
す
ナ
京
詫
甘
、
未
だ
整
理
丁
れ
て
い
甘
い

啓
が
灯
り
、
高
山
寺
本
甘
注
葦
の
有
す
る
典
範
性
と
大

き
く
昇
る
．

闇
・
今
昔
物
語
東
西
収
の
噸
似
説
話
と
比
べ
て
み
た
堵
徴

茸
亨
求
霊
に
つ
い
て
口
、
重
用
朱
よ
り
｛
今
昔
物
語
集

の
方
が
よ
く
数
理
さ
れ
て
い
る
よ
、
う
そ
荊
る
。

（
ヰ
こ

」
「
園
浩
史
杵
と
し
て
空
冷
山
寺
杏
。
拝
承
L
　
（
『
志
山
号

章
稗
貫
漕
第
一
品
高
山
寺
本
舌
往
来
在
日
象
由
所
収
）

2
「
石
山
寺
本
音
拝
承
に
お
け
る
澤
享
の
同
声
l
こ
つ
い
　
て

」
　
二
回
右
ヰ
フ
所
収
〕

八
　
四

3
注
2
？
用
語
を
稽
同
す
る
。
「
部
分
何
部
環
l
享
L
　
「
雪

く
付
⊥
刊
の
患
い
譲
与
L
も
同
額
じ

牛
語
例
功
う
う
「
冊
鳥
獣
ノ
」
持
、
年
額
持
久
げ
名
最
捗

に
承
り
「
ケ
二
モ
！
L
　
と
心
神
／
ル
た
か
　
　
「
亀
歓
L
　
と
．
＼
ぅ

盈
葛
に
甘
る
と
、
号
音
礪
物
語
の
全
五
例
、
声
軍
手
産

同

寺

打

の

一

例

卑

「

ト

リ

ケ

㌢

モ

！

し

て

み

る

ふ

〃

甘

、

牛
旦
γ
こ
て
の
よ
う
．
に
∴
鞘
か
も
で
．
声
か
云
こ
則
れ
与
∴
∴
小
、
結

（
捕
）

く

「

ケ

モ

ノ

L

と

し

て

お

く

。

烹

l

ト

、

「

呵

繕

フ

L

に
っ
l
、
て
付
記
了
る
d
　
ヰ
簸
q
倹
み
4
㌢
√
例
言
∵
了
へ
、
て

「
イ
ブ
L
で
承
る
年
、
渡
与
漕
手
、
の
「
隼
し
　
け
蠣
く
「

ユ
ク
L
　
と
し
て
勲
く
。
（
∵
甲
林
五
㌢
三
の
元
㌘
訊
示
∴

∫

ご

ま

つ

n

U

T

が

「

摩

梁

の

今

年

と

寺

の

硝

饉

（

H

）

－

品
二
叫
｛
み

か
け
＝
う

羞
句
絢
の
　
分
布
の
分
析

僅

持
時
頼
”
沌
接
待
傾
け
』
に
ー
し
（
圃
語
因

丈
等

三
五
各
七
置
）
を
蛇

∠
U
「
今
昔
均
詩
集
に
お
け
ス
ヱ
揉
与
力
同
法
l
こ
画
す
る
一
抹

率
土
警
㌘
蒜
箋
哀
記
芋
†
誉
∵
古
L
へ
画
語
摩
紬

）
受
け
注
2
番
荻
。

7
g
9
拙
癖
1
可
打
開
貨
も
私
語
L
（
高
知
大
学
掌
画
商
衷

報
告
第
二
六
各
人
丈
稗
亨
三
号
）
券
照
。

7
・
0
今
昔
略
語
集
の
項
叫
誰
藷
上
か
い
て
H
、
大
喝
に
こ
け
「

毒
し
、
人
相
〔
以
外
∴
ト
は
「
伸
し
亨
ふ
用
い
て
産
別
∵
い
れ
て

い
う
。
＜
ノ
了
＞
（
お
、
J
、
7
）




